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衛星デ ー タか ら見たオ ゾ ン 量 の 経年変動 と力学場の 関係（1 ）

半 田太郎 ・廣岡俊彦（九大院 ・理）

［1．は じめに］

　成層 圏 の 特徴 と し て、オ ゾ ン 層 が あ る こ と が 挙げ

られ る。オ ゾ ン は、太陽光に含まれ る紫外線を吸収

して 、 地上 にお ける生物 の 生命活動 を可能に して い

る。近年 、南極 ヒ空で オ ゾ ン 量が本来の 半分以下 に

減少す る オゾ ン ホー
ル が 出現するなど、オ ゾ ン 量 の

分布 は時 問 とともに変化 して い る。本研 究では、人

工 衛星測器 MLS に よ り得 られ た オ ゾ ン 量 の 経年変

動を調 べ 、そ の 増減に力学場が どの よ うに関わ っ て

い るか を主 に 気温場 と の 関係 を考えて考察 した。

［2 ．使用 データ］

　本研究では、人 工衛星 測器 MLS に よ る オ ゾ ン 混

合比デー
タ、気温デー

タを使用する。MLS デ
ー

タ は

衛 星 軌道上 の データ か ら、10D × 10°

経度
一
緯度 SS　r一

点デ ータ に 変換 し た 。 鉛直層数は 38 層 （261hPa ・

0．02hPa）で あ る。

［3 ．解析方法］

　MLS に よ り取得 された 9 年間の オ ゾン 量デ
ー

タ 、

気濡 デ ータ に っ い て 、帯状平均 、11 日移動平均 を行

い 、それ ぞ れ の 経年変動を 調 べ た 。ま た 、デ
ー

タ 取

得期 間で の 両者 の 気候値 を作成 し、日々 の 値の偏差

を求め、高度 ご と に 両偏差場 の 比 較を行 っ た。量偏

差場 の 相関係数 が 0 に な る 高度 に つ い て の 時間変動

を、緯度 ご とに計算 し、 力学的な考察 を加 え た
。

癬Q

　 蕪

35km

黔

麟摩

35k舒

薊

200520 艶 20672GOB 　2CG920 三〇 2GtI20t220t3

甑 PteSf

噺

潮

．
・

6i2

’

9

嬬 i

磯

［4 ．結果］

4，1 オゾン 量と気温場の経年変動

　図 1 は、赤道城に お けるオ ゾ ン 量 と気 温 の 偏差場

に関す る時間
・高度断面図で ある。赤道域に お い て

はオ ゾ ン 量、気 温場 其 に 準 2 年周 期振動（QBO）の 影

響を受 けて 約 2 年周期で偏差場 の 正 負が入れ替わ り、

下降 して い るの が わ か る。
一
方で 、両者を比較する

と、35km 付 近を境に して 相 関関係 の位相がずれ、上

層 で は 負 相関、下層で は 正 相関が 見 られ る。これ は、

35km 付近を箆に し て オ ゾ ン 量変化に 寄与す る要因

が 変 わ っ て い る た め で あ る と考え られ る。上 層 で は

力学的要素が弱く、光化学反応 に よ る効果 が 顕 著 と

なり、下層で は子午面循環 による輸送の 効果が反映

され て い る と考 えられ る。
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図 1 ：赤道域に お ける MLS 取得の 2005〜2013 年にお け

る オ ゾ ン 偏差 場（上 図 ）と気 温 偏差 場 （下 図 〉の 時 問 ・高 度断

面 図。単位は pp 皿 v と K ，　 QBO に よ る変 動 が 見 られ 、　 h

層 で は負、下 層で は 正 の 相関 が 見 られ る。

4．2　相関係数 0 の高度の変動

　図 2 は、 L層 の 負相関、下層 の 正 相関の 人 れ替わ

りの 高度に対応す る、相 関係数 0 の 点を両半球中緯

度 で 求 め 、9 年間 の デー
タを用 い て 月別 の 気候値を

作 っ た もの で ある。両半球 と も、約 35km 付 近 を 平均

と して 、冬季に高度は高くな り、夏季に 高度は 下が

る傾向に あ る こ とがわ か っ た。
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図 2 ：9年 間分 の 相関 係数 O の 高度 を、月別 に 平均 した、1

年間の 気候値変動。月 ・高度 断 面 図で あ り、左 図 は 北 半 球

中緯度（40N−60N）、右図 は 南半 球 中緯 度 （40S
−60S ）

本発表で は 入 れ 替わ り高度 に つ い て 、経年変動を調

べ 、力学的視点か らの 考察 を加 え て 発表 を行 う予 定

で あ る 。
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